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■EKIMAEHOUSE   SAMARU
　今年 7月、四万十町大正駅の前に、
元旅館を改装したおしゃれなゲスト
ハウスがオープンしました。その名
も、「EKIMAEHOUSE   SAMARU」( 駅
前ハウス　サマル )。オーナーを務
めるのは、笑顔が印象的な小野雄介
さん。今回は、そんな小野さんと、
SAMARUについてご紹介します。

■地域おこし協力隊
　オーナーの小野さんは、大分県出
身。福岡県でサラリーマンとして働
いていましたが、いろんなことに挑
戦してみたいという思いから、移住
を考えるようになったとき、地域お
こし協力隊なら自分に合った形で地
域に入っていくことができるのでは
ないかと考え、4 年前に地域おこし
協力隊員として、四万十町に移住し
てきました。その時、担当になった
のが、ゲストハウスをオープンした
大正地域。そのなかでも小野さんは
打井川地区を担当していました。
「担当地区が決まるまでの 2 か月間

はフリー期間で、先輩が大正地域全
体を見て回らせてくれたので、その
時に色んな地区の方と親しくなれた
し、地域を学ぶことができました。」
このときお世話になった地域の方々
とは、今も交流が続いています。
　担当が決まった打井川地区で主に
力を入れていたことは、地区の新聞
を作ること。「着任後、住民の方々
に何をしてほしいかを尋ねてみたと
ころ、” 新聞を作ってほしい” との声
があり、打井川新聞を毎月作成して
いました。そのため、地域の方々と
多く交流し、お祭りにもよく参加す
るようにしていました。」
　その他にも、地元のよさこいチー
ムに参加したり、町内のイベントや
お祭りに参加するなど、地域おこし
協力隊として幅広く活動していたそ
うです。

■ゲストハウスで町を元気に
　大正には、もともと旅館だった建
物の一部を活用した観光拠点があ
り、交代で協力隊員が駐在しながら

運営しています。「拠点に駐在して
いるとき、町の人通りの少なさに気
付いたんです。そこで、この広い旅
館を活用して何かできないかと考え
るようになりました。」そこで、も
ともと農家民宿などにも興味があっ
た小野さんは、ゲストハウスとして
活用することを思いつきます。
「2016 年の 4 月くらいから、ゲスト
ハウス研修に参加するようになりま
した。活動を知ってもらうように
なってからは、講演依頼なども来る
ようになり、プレゼンしていくなか
で、ゲストハウスの構想を立てて
いったような感じです。」
　こうして 2018 年 7 月、にゲスト
ハウス「EKIMAEHOUSE   SAMARU」
をオープンさせました。

↑オーナーの小野雄介さん ↑本棚にはたくさんの本があります



　

イベント情報

　2019 年 3月 9日 ( 土 )・10 日 ( 日 ) に、
サイクリングイベントが行われます。コー
スは、四万十ロングコース (150.1 ㎞ )、足
摺チャレンジコース (130.5 ㎞ )、足摺ミド
ルコース (104.0 ㎞ ) の 3コースに加えて、
1日目に四万十ロングコース、2日目に足摺
チャレンジコースかミドルコースを走る無
限大コースがあります。四万十・足摺の自
然を感じながら、ロングライドに挑戦して
みませんか。

■四万十・足摺無限大チャレンジライド
【開催日】2019 年 3月 9日・10日
【スタート】宿毛市総合運動公園
【参加費】　　各コース：8,000 円
　　　　無限大コース：14,000 円
【対　象】高校生以上
【定　員】800 人程度
【問合せ】四万十・足摺無限大チャレンジ　　　
　　　　　　ライド実行委員会(株式会社　相愛)
　　　ＴＥＬ：088-846-6703
　　　ＦＡＸ：088-846-6713
【申込期限】2月 17日 ( 日 )

■四万十と友達に
　小野さん自らも改装に関わってい
るゲストハウスには、小野さんのこ
だわりがたくさん詰まっています。
なかでも、オール大正産にこだわっ
ており、使用している木材や、家具
インテリア、大工さんに至るまで、
ほとんどが大正産。設置された家具
の中には、旅館で使われていた箪笥
や、役場で使われていたソファなど、
古いものをおしゃれな空間と上手く
マッチさせて再利用しています。ま
た、読書が趣味でもある小野さんら
しく、共有スペースには大きな本棚
にたくさんの漫画や文庫本が並べら
れています。また、２階には「K
oshoKosho」という読書スペースを
設けており、ハンモックやソファが
置かれた落ち着いた空間で、読書を
楽しむことができます。実は現在も
絶賛改装中の SAMARU。小野さんい
わく「完成しないサグラダファミリ
ア」だそうで、常に新しく変わった
ところを作っているので、いつ来て

もどこか変化しているという面白さ
があります。私もかれこれ４回ほど
お邪魔していますが、毎回「あれ？
こんなのあったけ？」という発見が
あってとても面白いんです。
　SAMARUはアラビア語で「日が暮
れた後、遅くまで夜更かしして友達
と一緒に楽しく過ごす」という意味。
四万十町で出会う人たちと友達に
なって楽しんでほしいという、小野
さんの思いが込められています。夕
食には近くにあるおススメの居酒屋
さんを紹介してくれます。SAMARU
を拠点に、大正全体を一つのお宿と
して楽しんでください。

■EKIMAEHOUSE   SAMARU
【住　所】高岡郡四万十町大正 558-1
【問合せ】TEL：0880-27-0387
【  H  P  】https://samaru.jp/
　　※Facebook・Instagramもあります
【料　金】１名 3,000 円～
　　※ハイシーズンは＋800 円
【部　屋】
Tanono　(4 人・ドミトリー )
Nakatsugawa　(3 人・女性用ドミトリー )
Shimotsui　(2 人・和室 )
Utsuigawa　(1 人・和室 )
【定　員】10名
【定休日】不定休

■EKIMAEHOUSE  SAMARUは会員協力店です！
　EKIMAEHUOSE   SAMARUは四万十川財団会員割引協力店です。
　会員証 1枚につきお 1人様のドミトリー利用料金を 200 円お値引きいたし
　ます。この他にも四万十川財団会員割引にご協力いただいている施設は、　
　多数ご　ざいますので、財団ＨＰ(http://www.shimanto.or.jp/) よりご確認
　ください。

↑KoshoKosho ↑外観


